
 

 

 

 

 

令和３年度第３回 
 

立川市地域包括支援センター運営協議会 
 

令和３年９月２８日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川市福祉保健部高齢福祉課 

 

 

 

 

 

 



 

■ 日 時 令和３年９月２８日（火） 午後２時～４時 
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       かみすな地域包括支援センター               秋間 さや子 

 

［市職員］ 
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事務局 

午後２時００分 開会 

 

 それでは、定刻前でございますが、皆様おそろいになりまし

たので、始めてまいりたいと思います。 

 令和３年度第３回立川市地域包括支援センター運営協議会を

開催させていただきます。 

 お忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございま

す。 

 引き続き緊急事態宣言下ではありますが、感染症対策を取り

まして対面で行うこととさせていただきましたので、議事の進

行にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 協議会では皆様から多くのご意見をいただいておりまして、

その意見が反映されているのか、進捗状況が分からないという

ことを以前からご意見をいただいておりまして、ずっと宿題と

なっておりました。本日は、そのあたりもご報告させていただ

きたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、議事に移ってまいります。 

 本日もまた地域包括支援センターの適切、公正かつ中立な運

営の確保のために、運営協議会委員としての奇譚のないご意見

をいただきたいと存じます。 

 それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 改めまして、皆様、お疲れさまでございます。お忙しい中ご

参集いただきましてありがとうございます。 

 本日も盛りだくさんの内容でございますので、早速内容に入

っていきたいと思いますが、その前に、成立確認をさせていた

だきます。９名の委員のうち７名がご出席いただいております

ので、本運営協議会の成立に達していることを確認いたしたい

と思います。 

 では、議事、次第の２番に移りまして、前回の運営協議会の

議事録の確認でございます。 

 事務局からご説明はありますか。 

 

 特にありません。 
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 ありがとうございます。 

 事前に委員の皆さんにはご確認をいただいているかと思いま

すけれども、何か今ご指摘いただくことはございますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

 では、本会議終了までにもしお気づきのところがあれば、ご

発言をいただければと思います。本会議終了をもってこの議事

録は決定ということにいたしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 次第の３番、報告事項に移ります。 

 （１）地域包括支援センター運営協議会からの意見（令和２

年度）ということでございます。 

 事務局からご説明ありますか。 

 

 それでは、資料３をご用意ください。 

 令和２年度地域包括支援センター運営協議会協議内容につい

て、新型コロナの関係で１回がお休みになりましので5回分です

が、まとめたものになります。 

 まず、第２回目、７月28日では、新型コロナウイルス感染症

がかなり課題に上がってきたところで、地域包括支援センター

職員が家庭訪問する際に防護服を着ていくことに関して皆様か

らご意見をいただきました。 

 その後、国や東京都から介護保険課に防護服などの提供があ

りましたので、介護サービス事業所にも渡すことができるよう

に仕組みをつくりまして、地域包括支援センターに分散して物

品を置きました。また、主任介護支援専門員連絡会幹事会や、

医師会の荘司先生のお力添えありまして、新型コロナ感染緊急

ウェブ会議を、年末から月に１回、今年の７月まで続けてまい

りました。 

 第３回、ごみ出し支援についてでございます。これに関しま

しては、ごみ対策課と共同で稲城市に視察に行ってまいりまし

た。稲城市で対応していますごみ出しシール方式というのがあ

りまして、ごみ対策課で令和４年度からごみ出しシールに取り

組むというような報告を伺っております。ごみ出しシールが貼

られたごみ箱に関しては、分別することなく、燃えるごみは燃

えるごみ、不燃ごみは不燃ごみに分けますが、ふたつきのポリ
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バケツに入れておけば、収集員がそのごみ箱から、その日に収

集するごみ袋をピックアップして捨ててくれるというような取

組になっています。 

 稲城市では、ケアマネジャーの申請によるものという規定が

あるようで、立川市の取組についてはどのような形になるか、

今後詰めていきたいと思っております。 

 また、ケアマネジャーのご協力いただくことがあるかもしれ

ませんので、その際にはご協力お願いいたします。 

 第３回、高齢者への情報発信の方法や連絡を取り合う方法に

ついてということでご協議いただきました。 

 令和２年度は、コロナ禍ということもありまして、いろいろ

な見守り訪問等が中止になりましたが、民生委員さんと地域包

括支援センターが一緒になって一人暮らしの世帯にネッククー

ラーを配付した活動を行いました。 

 また、歯科医師会にご協力いただきまして、地域包括支援セ

ンターと福祉相談センターのチラシを置いていただきました。

すぐにチラシを持ってセンターに相談に来たよなんていう報告

もあったかと思います。 

 それから、コロナワクチン接種に関するチラシを配付をした

ことで、今までつながっていなかった高齢者の方とつながりを

持つことができたというような民生委員からのご報告もいただ

いております。 

 裏面にいきまして、第３回、地域包括支援センターの主任介

護支援専門員がどのように支援に関わっているのか、事例集を

通じた学びの場が欲しいということを介護支援専門員連絡会か

らの要望があります。また、介護支援専門員研修の再点検とい

うことで、研修の在り方について基幹型地域包括支援センター

と再検討しているところでございます。 

 それから、同じく第３回、ヤングケアラーについて、何度か

こちらの協議会の中でも話題に上がっているところでございま

す。ヤングケアラーの取組につきましては、この後重層的な支

援体制整備のところでもご説明させていただきたいと思ってお

ります。 

 第４回のところ、窓口時間の短縮について、地域包括支援セ

ンターの窓口時間を短縮していくということについてご協議い
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ただきました。この後ご報告させていただきます。 

 第４回、地域包括ケア推進係の業務説明ということで、令和

２年度４月から新しい係が高齢福祉課にできましたので、業務

説明をいたしました。来年度本格実施に向けて体制整備が進ん

でおりますので、この後報告いたします。 

 次に、第５回、見守り支え合い活動の拡充についてですが、

ＪＫＫ東京都が行っている「東京みんなでサロン」の開催につ

いて説明を受けました。開催にあたり、条件がいろいろ厳しく

て、東京都の予算の関係もあり、うまく対応できるかどうかと

いうところですが、１つの方法として取り組んでいきたいと考

えております。 

 コロナ関係、③の感染症対策の具体的施策についてですが、

在宅要介護者受入体制整備事業ということで、在宅で家族の介

護を受けている高齢者の家族の方がコロナ感染した場合に、高

齢者をお預かりするような仕組みをつくりました。令和４年度

につきましては、なかなか施設入所していただくには、施設内

クラスターが発生してしまう等の関係で難しいところもありま

したので、形を変えて体制整備事業できるかどうか、現在検討

中でございます。 

 それから、第５回のところ、このあたりに入ってきますと、

来年度、次年度の地域包括支援センターの振り返りについてと

いうことで、皆様にも一緒に考えていただいた時期に入ります

が、振り返り方法がセンターによって異なっていて評価しづら

いというのがありましたので、振り返り方法を見直していきた

いと思っています。 

 それから、度々挙がりますが、福祉相談センターの業務につ

いて、居宅介護支援事業所との違いが分からないというご意見

がありました。９期の計画に向けて、福祉相談センターの在り

方についても検討が必要だと認識をしております。こちらの協

議会でもご協議いただきたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 それから、国の評価でレーダーチャート評価というのがあり

ますが、立川市の中で50％を切っているものがあるということ

がありましたので、来年度の地域包括支援センター実施方針に

盛り込んでいきたいと思っています。 
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事務局 

 

 それから、第５回、職員の満足度調査を実施したらどうかと

いうご意見がありましたので、急遽満足度調査を行いました。

その中で、会議が多くて移動時間がもったいないということが

ありましたので、オンライン開催を順次取り入れているところ

でございます。 

 それから、センター職員の一番のストレスということで、窓

口時間が長いということがありましたので、このこともあり、

今回窓口時間の短縮に向けた取組を行いました。 

 第５回、桜栄会の長期欠員についてということで取り上げて

いただきまして、桜栄会の法人からも取組報告をしていただい

て、改善計画のご提出もお願いしたところでございます。無事

に職員配置ができたという報告聞いておりますので、後ほどご

報告いたします。 

 それから、第５回、一番最後、立ち寄れる身近な相談窓口に

ついてということで、小学校地区19地区に１か所ずつの相談窓

口を配置できないかというご提案をいただいております。これ

に関しましても、第９次の高齢者介護福祉計画の中で検討して

いきたいと考えております。 

 長くなりましたが、説明は以上でございます。 

 

 ありがとうございます。 

 委員の皆さん、今のご説明、ご報告を受けての何かご意見ご

ざいましたらお願いいたします。 

 Ａ委員、どうぞ。 

 

 今の説明で進んでいるところと、まだ改善が必要になってい

るところとあると思いますけれども、ちょっと聞きたいのは、

第５回の地域包括支援センターの振り返りについての３番です

けれども、今の説明でレーダーチャートの評価が50％以下、い

っていないという認識で、来年度にそれを入れていくという。

どういうことが50％以下なのか、ちょっとお聞きしてみたいん

ですが。 

 

 立川市の中で足りていないところは、「自立支援・重度化防

止に向けた取組」でございまして、「自立支援・介護予防に向
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けた取組」と、「自立支援・重度化防止に向けた取組」という

のがありまして、介護予防はかなり先駆市的にこの近辺の区市

町村よりはずっと先を進んでおりますが、要介護になっている

方の重度化防止の取組がちょっと遅れているところがあります

ので、そこは重点的に行っていきたいと考えております。 

 

 分かりました。うちもおばあちゃんが95歳で、今介護５で自

宅にいるんです。だから、そういうこともちょっとケアをね、

もう少しやってくれればなと、そういうちょっと気持ちがあり

ます。 

 

 そのほかいかがでございましょうか。 

 では、Ｂ委員。 

 

ヤングケアラーのことでは、第６回ですけれども、児童が学校

の先生や保健師の先生に相談してもという、なかなか途中で途

切れてしまうという実態もあるということですけれども、学校

の先生とか保健師の先生というのは、やっぱりこれだけもうヤ

ングケアラーの問題が取り上げられていると、大分認知という

か、周知はされてきているんでしょうか。その辺はどうなんで

しょうか。 

 

 ヤングケアラーの課題につきましては、ここ何回か議会のほ

うでもかなり取り上げられておりまして、子ども家庭支援セン

ターをはじめ、教育の部門のほうでも、その国の実態調査の結

果を含めですね、認識はかなり深まってきているところだと思

います。 

 実際にはスクールソーシャルワーカーさんが実態を把握して

いるというところが大きいかと思いますので、今後ですね、来

年度以降の重層的支援体制整備事業の本格実施の中では、高齢

福祉課、介護保険課、いわゆるケアマネジャーさんと、それか

ら教育の部門と、子ども家庭支援センターとが連携をしながら

ですね、相談に乗っていくという体制になっていくかと思いま

す。 

 以上です。 
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 ありがとうございます。 

 そのほかいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 こうして一覧表にしてみますとね、いろいろなことを提言、

提案をしてきた。もちろんこれだけじゃなくて、もっといろい

ろと皆さんから感想などご意見をたくさんいただきましたが、

その中で提言、提案と捉えて、そして右側の対応ということに

具体的にアクションにつなげていただいているというのがよく

分かりました。対応の中身もかなり具体的に、積極的に進んで

もらっているのかなという認識を持ちましたが、おおむね大体

皆さん、よろしゅうございますかね、これでね。 

 ありがとうございます。これ大変すばらしいなと思うので、

今後も継続してまとめていただければと思います。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、次に進みまして、３の（２）新たな相談支援体制

についてでございます。 

 事務局からご説明願います。 

 

 それでは、ご説明させていただきます。 

 今回、ピンク色のチラシをご用意ください。 

 こちらは、来週自治会にお配りして、掲示板、回覧版、あと

全戸配布していただくために作成したチラシでございます。 

 先ほどの地域包括支援センターの職員職務満足度調査にもあ

りましたように、ワーク・ライフ・バランスということで、５

時以降の勤務という勤務体制の中で人材確保が難しいというこ

ともあります。また、５時以降の高齢者、家族からの相談がほ

とんどないということがありましたので、窓口時間を変更して

く取組を行ってきました。時間短縮になりますと、市民サービ

スの低下につながってしまいますので、その代わりに365日メー

ル相談を始めていくということにさせていただきました。 

 ここにきて、厚生産業委員会等、全ての委員会の報告が終わ

りましたので、12月１日からスタートするという運びになりま

した。12月１日からスタートしてみて、試行期間を経て、本格

実施は令和４年４月というふうにしておりますが、始めていき

たいと考えております。 
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 メール相談を受けるにあたりまして、地域包括支援センター

がメール相談用の専用のアドレスを設置いたしましたので、今

回このような形で周知していきたいと考えております。 

 ただ、メールの受付は365日24時間ですが、メールの返信に関

しましては営業時間内ということにさせていただきたいと思っ

ておりますので、お願いいたします。 

 あわせて、チラシには書いておりませんが、今までは初期相

談があったその後に、訪問、来所面談、電話での相談がありま

したけれども、今回新たにオンライン面談を取り入れていくと

いうことにしております。これにつきましては、介護のために

仕事を失わなくても済むように、ご家族様の隙間時間で気軽に

地域包括支援センターに相談できる体制を整備するという意味

も含めましてオンライン面談も整えております。 

 説明は以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 皆さんから何かございますか、ご意見。 

 はい。 

 

 １つお聞きしたいんですけれども、年配ご夫婦が２人だけで

生活していたと。相談したいと。ただ、たまたま夜相談したい

と思ったけれども、時間かけても通じないと。メールの扱い方

も分からないと。そういうときには、対応はどういう形。留守

番電話で後日連絡してくださいとか、何かそういう形しない

と、電話かけた方がどうしたらいいのか分からなくなると思う

ので、そこの対応はどうしたらいいのかちょっとお聞きしたい

んですが。 

 

 ありがとうございます。 

 現在も、時間外対応につきましては、地域包括支援センター

へ電話をいただけば、転送電話対応になっていますので、ご心

配はいりません。 

 メール相談しかしないということではなくて、メール相談も

始めるという意味合いですので、今までどおりお電話とか来所

の相談も受け付けますし、全く問題ないと考えております。 
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会長 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

会長 

 

 

ふじみ包括 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 勘違いすることもあるからね。そこのところをまず告知して

いかないと。お願いします。 

 

 ありがとうございます。 

 そのほかいかがでしょう。 

 このチラシでは平日９時から17時になっていますが、役所の

文書で平日というのは月、金だと思うんですが、いわゆる土曜

日のことはどうだったんでしたっけ。 

 

 土曜日も、土曜日は今までどおり９時から17時ですので、ち

ょっと変更がないので載せなかったような状況でございます。 

 

 なるほど。変更したところだけ載せたんですね、対象時間変

更とね。分かりました。ありがとうございます。 

 そのほかございますか。 

 ありがとうございます。 

 

 何かフォーマットみたいなのはあるんですか。 

 

 フォーマットみたいなものはあるんですか。メールのことで

すね。 

 

 すいません。各包括支援センターで、それぞれ今メール相談

を実際受けていた部分もありましたので、そういったところで

ですね、あまり差が出ないように現在ちょっと調整をかけてい

る最中でございまして、どの形がいいかというところでは、ち

ょっとやりながらどういったものにしていくかというところで

検討させていただければと思っております。 

 

 今、グーグルフォーム等とても便利な機能がありまして、地

域包括支援センターからも使いたいと相談がありましたが、グ

ーグルフォームを使ったメール相談をするということについて

市役所内部での調整が取れておりませんので、エクセル等で作

成した相談シートをメールに添付してもらうように考えており
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

ます。はっきり決まりましたら、ご報告いたしますので、お願

いいたします。 

 

 ありがとうございます。 

 一番いいのは、市役所のホームページのような、ああいうホ

ームページ上で書き込むと自動的にメールが飛ぶような、あれ

だと一番安全で確実でいいんですけれどもね。グーグルフォー

ムもシステム機能的には同じですけれども。 

 念のためにお聞きすると、メールアドレス、ドメインのとこ

ろがフリーメールになっているところもありますし、法人のメ

ールアドレスを取っているところもあって、フリーのところは

365日24時間でいいと思うんですが、セキュリティーの問題とか

いろいろあるかもしれないけれども、そこは一応それとして、

法人のほうで、この時間帯は実はメールサーバーいつも止めて

いるんです、バックアップ取るためにとか、そんなのあったり

しますか。大丈夫ですか。ありがとうございます。念のためで

した。 

 

 すいません。基本的には、法人さんのサーバー運用に関わる

ところになるかと思いますので、時間帯によっては作業が入っ

たり、更新が入ったりして一時的につながらないという時間帯

はあるかもしれないんですが、夜間サーバーを落とすというの

はあまり想定として考えていなかったので、そこはちょっと改

めて確認する必要があるかなと思いますので、確認をさせてい

ただきます。 

 

 ありがとうございます。 

 そのほかございますか。大丈夫でしょうか。 

 では、次に進みたいと思います。 

 ３の（３）地域包括支援センターの業務評価に関する取組に

ついてでございます。 

 事務局からご説明お願いします。 

 

 資料の４をご用意ください。 

 地域包括支援センター業務評価に関する取組、最終報告でご
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ざいます。 

 地域包括支援センターの設置数やセンターの職員配置数が現

状に合ったものなのかどうかということの検討をするために、

地域包括支援センターの業務評価をどのようにしていったらよ

いかということで検討するために取組です。 

 最終的には、ご報告書のとおり、量的観点のみでは適切な評

価ができないということになりました。 

 詳細をご報告いたします。 

この取組については、市政アドバイザー事業を使いまして、

介護相談コンサルタントのＮＰＯ法人となりのかいご、地域包

括支援センター長と共に行いました。講師とのセッションか

ら、地域包括支援センター職員の業務の過多と疲労の蓄積につ

いて、全国的に課題であると指摘がありました。地域包括支援

センターの強みは対人援助職、人が人を支援するということが

メインの仕事になっていきますので、支援する側のセンター職

員に余裕がないとよい支援ができないということも確認されま

した。 

 皆様にもご心配していただいていますとおり、とにかく地域

包括支援センターの業務が多過ぎるということがありますの

で、これから2025年、2040年に向けて立川市が、どのように高

齢福祉を目指していくのかということを一緒に確認をしなが

ら、何が必要で、センター事業で必要がない事業というのはあ

りませんけれども、優先順位をつけて取り組んでいくというこ

とを確認をいたしました。 

 センター職員の一人一人を組織が大事にしていくことで、職

員のモチベーションの向上が図られて、よりよい仕事をしてい

ただけるのではないかというようなことも確認しました。 

 結論的としては、本来の地域包括支援センターの業務に従事

をするために、センター職員が時間的・精神的余裕を持つこと

を重要視するということになりました。 

具体的な取組としては、予防プランの作成について、かなり

業務を圧迫している状況ですので、令和４年度の予算として、

各センターに予防プランナーの増配置するための予算を計上し

ていきたいと考えております。 

 また、センター職員の資質向上のために、専門職による研修
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わかば包括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふじみ包括 

 

 

 

 

 

 

 

 

はごろも包括 

 

 

 

 

 

 

受けてほしいと考えまして、センター職員の研修費用、それか

らセンター職員を支えるセンター長のスーパーバイザー費用に

ついても予算計上していきたいと考えております。 

 現在予算編成作業をしておりまして、運営協議会の皆様から

ご意見いただけるとありがたいと思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 センター長からも取組の報告などがあればお願いしたいと思

います。 

 

 うまくしゃべれるか分からないんですけれども、一緒に参加

させていただいて、包括が今後業務を行っていく上で大切なこ

とというのは、やっぱり包括職員が生き生きと働ける場所でな

ければいけないということを各包括のセンター長さんと共に確

認し合えたところはちょっと私としてはよかったなと思ってい

て、そうあるためにはどうしていったらいいかというのをま

た、各地域性が関わってくるかとは思うんですけれども、その

辺を踏まえて各包括で取り組んでいけばいいことなのかなとい

うふうに思いました。 

 

 この業務評価に関しましては、各６つの地域包括支援センタ

ーがもし標準化していく部分と、それぞれの地域の特性を生か

してですね、やはり優先順位をつけるというところで、それぞ

れの地域性を持ちながらですね、各包括支援センターが取り組

んでいることを大事にしながら、一方でですね、やはり市民の

方たちに差があってはいけないというところで、これから実際

ですね、スキルの標準化というところも目指していきたいと思

っております。 

 

 何か業務評価ということで、実績とかというところがまず思

い浮かんだんですけれども、実際にみんなで話したりお話を伺

う中で、また改めて自分たちの地域を見直して、じゃ自分たち

が何を今までしてきて、振り返りをした上で、じゃ今後何をす

るべきなのか、包括としての今後自分たちが担うものとか役割

とかというのを改めて考えることができましたので、とてもよ

かったと思っております。 
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Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 たかまつ包括です。 

 私もこの業務評価というところで、初めにやはり数値のとこ

ろがすごく気になっていたんですね。それで、そのどういうふ

うに評価されるのかというところで会議に臨んだところ、包括

の断捨離という話が出て、どう断捨離するんだろうと初めは全

然意味が不明な感じだったんですが、みんなでセッションを重

ねていくうちに、それぞれの地域で地域性がかなりカラーが出

ていて、取組もそれぞれ独自なものが今もう立ってきているん

ですね。なので、安藤さんがおっしゃったように、みんなで同

じようにやらなくちゃいけない部分もあるんですが、そこ以外

のところはそれぞれの地域で伸ばしていくところ、ほかの包括

がやっている、ほかのエリアがやっているからといって無理し

てやったりしない。捨てるところは捨ててというところで、充

実した支援がよりこれからできていくんじゃないかなというふ

うに思いました。 

 

 かみすな包括です。私たちのほう、うちのほうも地域に還元

できているかというのがすごく心配で、評価をしていくという

ところに対して今回取組をさせていただいたところです。やっ

ぱり地域と包括の関係性というのを振り返ることができて、今

できていることというのをきちんと評価、自分たちで自信を持

って次のステップ２というところにつなげることができたの

で、とてもありがたく思っているところです。 

 以上です。 

 

 説明は以上であります。 

 Ｃ委員がそろそろお時間なので、ちょっと一言、このことに

限らず。 

 

 ちょうど今このことでちょっと言おうと思ったんですけれど

も、立川市は、今よく言う顔の見える関係はもう目指していな

いんですね。腹を探り合える関係はもう到達、医療に関しては

やっております。 

 医療と介護に関しても、ケアマネジャーとかなりオープンデ
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会長 

ィスカッションを含めて、120人の方とかなりお互いの実力を知

る意味でそこまでの関係性を築けたと思っているんですけれど

も、僕のほうも非常に甘かったのは、地域包括支援センターと

もう少し腹を探り合わなきゃいけない時期なのかなと思うんで

す。訪問看護師さんたちが、よくこの地域包括はということを

僕のほうに言ってくるんですけれども、ある程度あうんの呼吸

で済むところもあれば、それが人だけであって、センターとし

てはなかなか機能していないと感じるところも多々あるんです

ね。これは、どうしてもお互いの仕事の領域がよく分かってい

ないと難しいですし、もちろん例えばがん末期が得意だとか、

認知症が得意である、あるいはそういう老老サポートが得意で

ある、それぞれの分野が違うとは思うんですけれども、先ほど

言われた同じある程度のレベルのスキルを持っていないと、今

後立川でこの業務を行っていくのに、市のほうも包括支援セン

ターのほうも、あるいは医師会、歯科医師会、薬剤師会、訪看

ステーション、ケアマネジャーたちともうまくいかないんじゃ

ないかなということを最近感じるようになりました。 

 ぜひ、よく多職種研修というのを実は医師、薬、訪看、ケア

マネジャーさんとやっているんですけれども、そこにもう少し

包括支援センターの方が参加していただいて、顔だけじゃなく

て、本当に腹も探り合えて、ああ、ここはこういうのが得意な

んだ。じゃ、こういうことを相談していいんだな、気軽にとい

うことがあればいいのかなとちょっと感じております。 

 さらには、先ほどもこちらのほうで、営業のほうとは面談し

て地域包括に持っていってというと、時間がなかなか合わない

というのはどうしても出てくる中で、土曜日がやっているとい

うことも結構皆さん、僕も知らなかったんですよね。平日とい

う感覚がちょっと。そこはもう少しアピールしても、負担にな

るかもしれないんですけれども、会社員の息子さん、娘さんが

相談しに行くときに土曜日というのは非常にありがたいそうな

ので、ぜひそこをアピールしてほしいなと思いました。 

 ちょっと退席します。すいません。申し訳ないんですけれど

も。 

 

 ありがとうございました。 
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 また具体的なご提案をいただきましたので、ぜひ検討させて

いただきたいと思います。 

 そのほかいかがでございましょうか。 

 Ａ委員、どうぞ。 

 

 今すごくいい話聞きまして、僕も少し高齢者としてみればほ

っとしているところです。ただ、これから団塊の世代が増えて

くるので、業務も多々なっていくと思うんですけれども、今の

人材で本当にクリアしていけるのかというのがすごく心配なん

ですよね。 

 これ僕の１つの提案ですけれども、高齢者でも元気な方がい

るので、ちょこっとボランティアじゃないですけれども、そう

いう業務の補佐みたいな形を取れれば、また高齢者は高齢者の

よさがあるのでね、地域の包括センターだとかケアマネジャー

もそれは僕ら助かっていますけれども、やっぱり高齢者が高齢

者の相談できるような、そういう人たちがちょっと来てもらえ

ればね、逆に安心するところがあるんですよね。そういう何か

システムをつくれば、各地域センターも少しは業務が改善され

るのかなと思っているので、若い人には若い人の仕事あるでし

ょうけれども、年配は年配のね、心の悩みなんかは打ち解けて

話できたり、お茶一杯飲みながら話できたり、そういうのがす

ごく人生の中では病気にならない秘訣だと思うんですよね。そ

ういう何かシステムをつくっていただければありがたいなと思

っています。 

 

 ありがとうございます。 

 これもまた１つ、具体的なご提案でありましたけれども、こ

のことについては次の議題のときにまたお話があるかもしれま

せんね。次の項目でちょっと関連しそうな気がいたしますの

で、ご確認をいただければと思います。 

 そのほかございますか。 

 今回、資料４の３の取組についての結論のところで、下３行

のところですね。令和４年度予算として、予防プランナー配置

委託料を計上。それから、センター職員の資質向上のための専

門職による研修費用、そして３つ目として、センター長のスー
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会長 

 

Ａ委員 

 

 

 

パーバイザー費用、この３つを予算計上していきたいんだけれ

どもという、こんなお考えがあるようですけれども、皆さん、

これについてはいかがでございましょう。うなずかれている方

が多いんですが、なるほどと思われているのがよく分かるね。 

 一番上のね、予防プランナーについては、従来からもこの運

営協議会でもいろいろと意見がありましたけれども、従来から

というか、発足当初からですが、予防プランセンターじゃない

んだから。今もそういうことが話題になっているということ

は、どうやら断捨離をやっていく中で浮かび上がってきている

んですね。そういう意味では、これはぜひ実現できたらすばら

しいなとは思いますけれどもね。 

 ２つ目には、センター職員の資質向上のための専門職研修費

用、これもぜひぜひと思いますけれどもね。すばらしいですよ

ね。 

 ３つ目、センター長のスーパーバイザー費用。これは、外部

の方にスーパーバイザーをお願いして、定期的にいろいろ相談

ができるというシステムですね。 

 

 センター長の役割としては、地域包括支援センターのスタッ

フをフォローしていくという役割があると思っています。その

センター長をフォローアップするのは保険者である私たちの役

割と思っておりますが、私たちも事務職なので、なかなか専門

職のセンター長たちのフォローが足りないと感じていますの

で、きちんと専門的な資格を持った方、例えばこういったこと

を研究している大学の先生とか医師、その案件によっては法律

家等、いろいろな方がいらっしゃると思うので、センター長が

悩んでいる時などにきちんとした専門職からアドバイスをもら

えるような機会を確保したいと考えております。 

 

 Ａ委員、どうぞ。 

 

 センター職員の資質向上のための専門職による研修費用と、

費用ですから、お金かかることなんですけれども、これを資質

向上した後に、その研修を受けた方たちが何かそういう得点と

いうのかな、それでやって、何か試験みたいなのをやってポイ
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ントが上がって、何かお給料だとかボーナスだとかに反映され

るのか、ただそういう研修をやって終わりなのか、そこのとこ

ろ、モチベーション上げるためにどういう対策を打つのかがす

ごく重要だと思うんですよね。ただ研修終わりました、じゃ何

のための研修だか分からないので、研修の成果をね、どのよう

に自分のモチベーションを上げて、資格なのか何だか分かりま

せんけれども、１級とか２級とかつけるのか。そういうことが

あれば、あ、この人は１級だからすごく自信あるんだなとかい

う目に見える、みんなの目にも分かるようなことをしていかな

いと、ただの無駄な資料に終わっちゃうと思うんですよね。そ

このところをもう一度考えてやっていただきたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 本当一番いいのは、この研修を受ける前と受けた後、自分が

変わったなと自分が自覚できて、何かを業務で遂行する中にあ

って、この間の研修を受けておいたおかげで今回私困らないで

済んだわというふうに思えるような研修というのが大事なのか

なと思うんですよね。 

 そのほか何か思うことあれば。 

 この３つともとても重要で、欠くべからざるものだなという

ふうに感じたんですが、皆さんいかがですかね。逆に、これ今

までなかったというと、随分かわいそうな待遇に置かれていた

んじゃないかと思うぐらいなんですけれども、多分全くなかっ

たわけではなくて、それらしきものは多分あったんだと思いま

すが、それを必要欠くべからざるものなので充実させていこう

ということなんだろうというふうに受け止めておりますけれど

も。これどれか優先度とか思ったんですけれども、どれも優先

順位高いような気がしますけれどもね。 

 では、運営協議会としてはぜひこれ実現するようにお願いす

るという形の提言とさせていただきたいと思いますが、よろし

ゅうございますでしょうか。 

 ありがとうございます。３つともぜひということでございま

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に移りたいと思います。３の（４）重層的な支

援体制整備についてであります。 
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 事務局からご説明をお願いいたします。 

 

 それでは、事務局、高齢福祉課の地域包括ケア推進係、伊藤

よりご説明をさせていただきます。 

 資料５をご覧いただければと思います。 

 重層的な支援体制整備についてということで、こちらなんで

すけれども、地域包括支援センターのほうで8050ですとか、高

齢者のご家族の課題、相談が入って、ただそれがなかなかすぐ

には解決には至らず、包括支援センターのほうの業務の負担に

もなっているということをきっかけとしまして、昨年度です

ね、地域包括ケア推進係を新設して、こういった高齢者だけで

はない複雑ないろいろな相談についても対応していくような体

制をつくっておりました。 

 こちらなんですが、昨年度から検討しておりまして、国のほ

うの法改正などの社会福祉法の改正などもありまして、属性を

超えた相談窓口の設置とそれに伴う国庫補助金の一体交付を行

う重層的支援体制整備事業というものが創設されております。

今年度、立川市としましては移行準備事業という形で取り組ん

でおりまして、来年度、４年度から本格実施に向けて準備をし

ております。 

 こういった取組が進む中で、地域包括支援センターのほうが

何か変わってくるのかというところを中心にご説明をさせてい

ただきたいと思っております。 

 ちょっと中段上にですね、イラストが描いてあるんですけれ

ども、制度のイメージ図という形で記させていただいておりま

す。この重層的支援体制整備事業、介護・高齢、障害、子供、

生活困窮、この４つの大きな制度をつないでいく、連携してい

くことで、ここにうまく制度に乗らないような相談もひもとき

ながら制度につないでいったり、サポートをしていくような事

業になります。 

 地域包括支援センターとしましては、この介護・高齢のとこ

ろになるんですけれども、基本的には変わらず高齢者のご相談

を中心に受けていただくという形になりますが、例えばその中

で、今までのようななかなか解決に至らない8050、ご家族、例

えばもしかしたらお子さん、孫とかの相談とかも入ってくるか
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もしれない。そういったときに、すぐにほかのところ、制度を

担当しているところと連携するような体制を取っていくので、

直接つなぎにくい場合には地域包括ケア推進係であったりと

か、相談支援包括化推進員という者に繋いでもらう形で協力

し、相談の停滞防止、適切な担当への役割分担、丁寧な伴走支

援を行ってまいります。 

 文書の中にちょっと太文字の上で米印があるんですけれど

も、既存の窓口以外にも、地域福祉アンテナショップというも

のを地域福祉推進計画のほうで位置づけておりますが、身近な

場所で誰でもが気軽にふらっと立ち寄って、そこで地域の方と

交流をしながら、その中から相談があればつないでいくという

ような地域の拠点も少しずつつくっておりますので、そちらの

ほうでも相談の窓口という形になります。場合によっては地域

包括支援センターとも連携しつつ、繋いでいくという同じよう

な機関になろうかと思います。 

 包括支援センターのほうにつきましては、先ほどお話しした

ように、主に対象が65歳以上の方の相談は受けていただいて、

あとはちょっと、真ん中下ですね。フロー図があるんですけれ

ども、明確にちょっとほかの機関につないだほうがいいだろう

なと分かるものについては、今までどおりやっていただいてい

たような形でつないでいただく。ただ、なかなかちょっとうま

くつなぎにくいところや実際どういう課題なのか見えにくいと

いうときには、一緒に動き対応させていただいたり、場合によ

っては引き取って対応をさせていただくような形になります。 

 今後につきましては、身近な相談窓口として認知されている

地域包括支援センターには、高齢者以外の相談がもし入りまし

たら、先ほど言ったようにつないでいただくという形になりま

す。地域の一員として生活を継続するために、地域共生社会を

目指した地域づくりも協力し、一緒に地域づくりと相談の連携

という形を取っていっていただくように考えております。 

 総括してお伝えすると、包括支援センターの業務の負担は増

えないようにとは思っておりますが、もしかしたら市民の相談

自体が増えてくる場合もあるかと思います。そこにつきまして

は、ちょっと悩ましいなというものは早めにこちらにつないで

いただいて、なるべく負担がかからないようにというふうには
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思っておりますので、より一層連携しながら、庁内の各部署に

はこちらのほうでつないでいくという形を取っていきますの

で、身近な相談窓口として市民の皆さんの身近な相談相手とい

う感じで、地域をつくることと一緒に協力していければという

ふうに思っております。 

 以上となります。 

 

 ありがとうございます。 

 今ご説明を聞かせてもらって、皆さんどうでしょうか。何か

ご意見ございましたらお願いいたします。 

 Ａ委員、お願いします。 

 

 今話聞いていて、この制度のイメージ図、これだと多分、聞

いた、聞かない、なすり合いになったりすると思うんですけれ

ども、僕の考えだったら、これど真ん中に本部みたいな、また

窓口みたいなものを一本化して、そこから流すようにしていか

ないと、包括支援センターのほうがまた業務増えていきます、

これ多分。これ市のほうで受け持つのか、ちょっとそれは分か

りませんけれども、社会福祉協議会のほうで持つのか分かりま

せんけれども、僕の意見としては、ここのど真ん中にそういう

部署を設けて、この案件はこっちだ、この案件はここに連絡と

やったほうがスムーズにいくと思うんですよね。何でも包括支

援センターに相談して、これじゃもう障害だから障害のほうに

回そうとかいうんじゃちょっとお門違いだと思うんですよね。

そこのところの制度イメージ図の中のポジション的なもうちょ

っと柱をしっかりつくったほうが僕はいいと思うんですけれど

も、皆さんの意見もちょっと聞きたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 まず、今のご意見について、ほかの委員の皆さんご意見があ

れば。また、行政のほうからご説明いただきましょうか。 

 

 こちらの図では、確かにＡ委員さんがおっしゃるように、真

ん中にその何か本部みたいなのの図がないので、イメージがつ

くりにくいというふうなことでよく分かります。 
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 実際にはですね、市役所の中にですね、重層的支援会議とい

う会議を、多機関協働としての会議体を設置しまして、そこで

あらゆる、例えば地域包括支援センターから複雑なご相談が上

がってきたときに、どういう機関と連携しながら役割分担をし

て支援をしていったらいいかということをですね、市役所の中

で連携しながら、そういった連携する方と、会議を持って役割

分担をするというような仕組みがございます。その仕組みの中

で、取りこぼさずに、地域包括支援センターはご高齢の親御さ

んのことをサポートしてくださいね。子ども家庭支援センター

ではこのお子さんのこともサポートしてくださいねという、そ

の仕事の支援の中身はこういう中身でプランを立てて支援をし

ていってくださいというですね、実際の支援プランを立てなが

ら役割分担をしていくという会議がございます。その中でしっ

かりと皆さんにお願いしていくのと同時にですね、いろいろな

機関につないだんだけれども、いつの間にかそことの関係が切

れてしまっていて、立ち消えになってしまったというようなこ

とが過去にいろいろやっぱりいろいろな自治体の事例でもある

んですね。なので、我々のほうの市役所のほうでしっかり進捗

管理をしながら、プランを立てた後、じゃそのプランに沿って

相談、支援をした結果どうなったのかということをしっかりそ

の重層的支援会議の中で精査をして、うまくいっていなければ

もう一回プランの練り直しをする、連携していく機関を見直

す、役割分担を見直すというようなことをしながらですね、し

っかり進捗管理をして、社会的な孤立に陥っていかないように

しっかり伴走支援をしながらですね、すぐに課題解決がされな

くてもずっとつながり続けていくということを目的にしてこの

重層的支援体制整備を構築していく予定でございますので、Ａ

委員さんのご心配しているところは、なるべくそういった市役

所の多機関協働の役割の中でですね、しっかりと支援していき

たいというふうに思ってございます。 

 以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども、今説明を受
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けたんですけれども、今下から上に上げていくようなやり方で

すよね。下の方から上に上げる、要するに皆さんから市役所の

ほうに連絡していくということで、それで皆さんに聞きたいの

は、それで問題ないのか、あるのかというのをちょっと聞きた

いんですよ。 

 

 今、Ａ委員が皆さんにとおっしゃっているのは、各センター

長さんにということだそうです。 

 

 ふじみ包括支援センターの安藤です。 

 包括支援センターは、主には65歳以上の高齢者の方なんです

が、世帯を見ていくとですね、ここにも書いてあるように、

8050で扉の、ふすまの向こうにですね、何か人の気配はあるけ

れども、顔を出してくれないような人がいたりとか、そういっ

たケースはあります。そういった場合にですね、今小平課長が

言っていただいたようなケースとして高齢福祉課に相談してい

ったりとか、庁内の中で連携を取っていただいて、そのために

地域包括ケア推進係と触れ合ったりとかということはあるのか

なと思っております。 

 もう一つは、各地域包括支援センターが、ちょっと手前みそ

になるかもしれませんが、社会福祉協議会の地域福祉コーディ

ネーターが１名ずつ籍を置かせていただいておりますので、そ

ういった地域福祉コーディネーターはある意味年齢を問わず、

その地域にいらっしゃる方々の皆さん、課題というか、問題と

か相談を受けているところなので、そういう点では席を隣同士

にしている方たちにご相談いただいて一緒に考えていっていた

だく。そちらの社会福祉協議会の地域福祉コーディネーター

は、先ほど説明いただいた伊藤係長のいらっしゃる地域包括ケ

ア推進係とも定期的に会議をやっておりますので、その中でも

共有できるという道筋があるかなというふうに思っておりま

す。 

 

 全員じゃなくてもいいですけれども、もし補足があれば。 

 

 たかまつ包括です。 
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 窓口を一本化して、そこから下ろしていくという方法もある

かとは思うんですが、その一本化した窓口を周知していくとい

うのはなかなか至難の業だと思うんですね。それで、ご自分が

置かれた場所で身近な相談窓口からまず入っていくというふう

にしたほうが、多分困っている人が自分が関係しているところ

からいきやすいですよね。なので、そこから拾って、困ってい

る方々のご相談をお受けして、市のほうに上げていくというや

り方のほうが満遍なく行き渡るんじゃないかなと思うんです。 

 今回、これの制度ができて、市のほうの方がいらっしゃるの

であれですけれども、重層的な支援体制整備なので、縦割りを

なくして横に横断的に支援していこうというような、そういう

事業だと思うんですね。なので、多分業務、どなたかもご心配

されたように、ちょっと業務は増える可能性はあると思うんで

す。ご相談が増えたりとかいう可能性はあるんですが、でも、

きちっと横断的に連携が取れれば、私たちの業務は今までより

はるかに楽になるはずなので、これはこれでいいんじゃないか

なというふうには私は考えています。 

 

 Ａ委員、どうぞ。 

 

 よく分かりました。 

 僕が心配しているのは、先ほどのね、各センターの業務を改

善しようと。もう仕事が多忙できついと各委員の人たちがみん

な言っているのに、結局こうやって仕事が、また業務が増える

と、先ほど言ったようにもっともっと団塊の人が増えてきて業

務が多大になってきたら、さっきの言っていることと反比例す

るようなことになると思うんですよね。そこを僕は懸念してい

るんです。皆さんがそれでもいいと言うんだったら僕は何も言

いませんけれども、これからだんだん仕事が増えていって、そ

れでもやるんだという熱い熱意があればね、僕はいいですけれ

ども、それは皆さんの全員の疎通したみんなの意見だったらそ

れでいいですけれども、中にはこんなきついんでは、もっとこ

んなきつくなってくるんだったら私ついていけないわという方

が、スタッフでも１人でもね、落ちこぼれていくんじゃ大変だ

なと思って心配しているので、僕は皆さんを少しでも楽にして
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ね、少しでも改善していこうかなという例を言ったもので、皆

さんが今のシステムでいいと言うんだったらそれでいいし、も

っとまた先々これじゃもっと改善しなきゃ駄目なんだといえ

ば、またそのときで意見言っていただければ改善の余地あるの

かなと思っています。現状では今の状態でいいということだと

思いますから、納得しました。ありがとうございます。 

 

 ありがとうございます。 

 ご納得いただけたということでございますので、まさにＡ委

員の熱い思いをね、皆さん同じで、これ以上業務が増えるとい

う話だとしたら、これはよろしくないですけれども、どうやら

この話は今の業務を改善して効率化して、本来の業務が機能し

やすいための助けになるんだというシステムなので、皆さん納

得という形でよろしゅうございますかね。ありがとうございま

す。 

 では、Ｄ委員、お願いします。 

 

 私は、民生委員として相談を受けるほうの仕事をしています

けれども、相談された内容がこれは障害者の問題だなと思った

ときは障害者のほうのところに連絡しますし、介護とかそうい

う問題だなというときは包括にお願いしたりとか、その自分の

中で振り分けをして依頼をしています。 

 それでも、やっぱりですね、この今後について、重層的な支

援体制の整備の今後についてのところにも書いてありますけれ

ども、やっぱり包括や市役所やそういうところだけでは、これ

からはいろいろな問題がさばき切れないと思うんですよね。で

すので、やっぱり市民の本当に住民が地域の一員として生活を

継続するために、地域共生社会ですか、それを目指した地域づ

くりも本当に必要だということは、本当にこれからはそうして

いかないと、自分たちで自分たちの地域を守っていくんだとい

う意識がないと、とてもやり切れないと思います。 

 今年の65歳以上が3,640万人とか何かで、もうその数字でいう

と、高齢化率が29.7％と書いてありますので、とても行政とか

そういうことでやり切れる問題ではないので、みんなが地域を

守っていくんだという意識を、これからはそういうことをアピ
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ールしていかないと無理だなというふうに感じます。 

 

 ありがとうございます。 

 今、Ｄ委員からご指摘いただいたところ、先ほどＡ委員から

もご指摘いただいた元気な高齢者、アクティブシニアの皆さん

と、その力を生かす、協働して頼る、こういうようなことが必

要ではないかというところに通ずると思います。 

 ご説明の中で、地域福祉アンテナショップというご説明がご

ざいました。そういうところが１つのそういう活躍の場として

機能し始めると、地域包括ケアがかなりいい流れになっていく

のではないかなと思ったりもいたしております。大変これは期

待したい。いろいろなものがつながってきているような感じが

いたしますので、期待したいと思います。ありがとうございま

す。 

 そのほかいかがでございましょうか。 

 Ｂ委員。 

 

 自分も、自分は歯医者なんですけれども、訪問歯科とかちょ

っと行ったときにですね、やっぱり患者さん本人以外、今にし

て思うと、本人以外で、多分息子さんだとは思うんですけれど

も、平日のお昼間にいたりしてですね、そういうのが今にして

思うとこういう8050問題の１つなのかなと思ったりするんです

けれども、じゃ今そういうその息子さん今思い浮かべてみて

も、その人、この問題を解決するという何か具体的なある程度

プランというのは実際にあるんですかということになった。あ

の現場を見たときに非常に、やっぱりいい大人を説得してとい

うか、解決するのはすごく難しい問題だなとは思うんですけれ

ども、その辺の何かエビデンスとか何かあるものなんですか。 

 

 事務局、お願いします。 

 

 エビデンスまではまだまだというところかと思います。 

 ただ、実際に相談を受けている中でのお話をちょっとさせて

いただきますと、今Ｂ委員おっしゃった日中家にいるいい年し

た大人の男性という感じがあったりするかと思うんですけれど
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も、例えばそういう方がいたとして、今だとリモートワークで

家にいるだけかもしれないし、数年前に例えば鬱を発症して就

労できなくなって療養中という場合もあるでしょうし、ちょっ

と困難なケースだったりすると、実はそのまた中学不登校、高

校行ったけれども中退して、そこからずっとこもっているとい

う場合もあるので、まずその方がどういう状況かって置かれて

いる状況を判断するのがまず最初に必要なことかなというの

で、本当にいろいろなパターンがあるかと思います。 

 その中で、その方がそれまでどういう生活をされてきたの

か、親御さんがどういった関わりをしてきたのかという家庭内

のことを少しずつ聞き取り、聞き取りというのも雑談を踏まえ

ながら、心を許してもらいながら少しずつ関係性をつくってい

く形になるんですけれども、そこで例えばその仮にいい年した

男性の家にいる方がかなり個人的に人間関係をつくれないと

か、長くひきこもっていらっしゃる方だったりすれば、その方

にどういう生き方をしていきたいのかとか、少しずつその方の

意思を聞き取りをできるような段階まで持っていって、何か生

きがいというんですかね、地域の中で何かできることかもしれ

ないし、もしかしたらその人に合った就労に就いていくことか

もしれないし、8050という問題でいえば、親御さんがもし先に

亡くなったときにその方が孤立しないように、例えば生活がで

きない、本当に就労できない状態であれば、変な話、生活保護

を受けるという方法があるんですけれども、生活保護を受けれ

ばその人が生きていけるのかというとそうではなくて、誰かと

やっぱりつながっていかないと、孤立してしまうと、もしかし

たらご飯を作ることもできないかもしれない。ごみ出しの方法

も知らないかもしれない。そういったこともあるので、8050問

題から入ってはいるんですけれども、いろいろその個人の方、

家庭の方の状況に応じて対応をしているという状況がありま

す。 

 

 いかがでしょう、皆さん。 

 Ｅ委員、お願いします。 

 

 すいません。私も実はちょっと担当のご利用者さんがお亡く
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なりになって離れてしまったんですが、まさに娘さんがお仕事

をしていなくてというお家があったんですね。包括の方も多分

知ってはいたと思うんですが、どこに結びつけていいのか正直

分からなくてそのまま終わってしまったんですが、今も恐らく

お仕事をせず、ひきこもっているってご本人はおっしゃってい

たんですが。 

 私たち本当にお家の中に入り込んでいろいろな家庭の状況を

確認はするんですが、先ほどＢ委員が言ったとおり、どこに結

びつけてどうしたらいいのかなというのが正直分からないとこ

ろです。そこはいかがなものでしょうか。 

 

 ぜひ、今でいえば地域包括ケア推進係のほうにご相談をいた

だく。あとは、直接こちらでなくても相談支援包括化推進員と

いうことでご相談を入れていただいても大丈夫です。 

 最初のきっかけづくりとしては、ケアマネジャーさんつない

でいただいた場合には、同行していただくとか、顔つなぎと

か、例えばご高齢の方の支援とそのお子さんの支援という形で

役割分担とか、いろいろとちょっとご協力をいただいたりとい

うことになると思うんですけれども、まずはあれというお家の

状況がありましたらご相談をしていただくと、情報を入れてい

ただくというふうにぜひお願いをしたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 とても大事なところですよね。我々高齢者の方の支援に入っ

ていて、なかなか問題が解決しない。どうもその根本原因がい

ろいろご家族全体の問題だということが見えていて、でも手を

こまねいているうちに、高齢者の方が施設に入ったりお亡くな

りになったといって、そこで支援打切りという、何かちょっと

やり残し感がある終了というのもあってですね、そういう終了

の仕方ではなくて、あとは高齢者の方が、ご家族の方がいなく

なっても、その後を引き継いで支援をしていただけるようなシ

ステムになりつつあるのかなという、そういうふうに思いまし

た。ありがとうございます。 

 どうぞ。 
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 すいません。今、地域包括ケア推進係の係長がおっしゃって

いただいたんですけれども、私ちょっと昨年まで相談支援包括

化推進員をやっていたこともあってですね、Ｅ委員はこれから

介護支援専門員の連絡会とか主任介護専門員の連絡会とか、中

村先生でいえば歯科医師会であったりとか、そういったことに

影響が出ているので、現時点でそういったケースというのは本

当にたくさん多分あって、今、昨年から今年にかけてもです

ね、多分氷山の一角なんじゃないかなというふうな感じでいる

ところです。 

 なので、そういうケースを全て地域包括ケア推進係、相談支

援包括化推進員となるよりは、私は包括支援センターの今立場

でおりますので、まずはケアマネジメントも、ケアマネジャー

の支援であったりとか、介護と医療との連携というところか

ら、包括支援センターでも一旦はやっぱり相談を受けられるん

じゃないかなと。その中では、やはりスタイルの中で複雑化、

複合化しているケースは間違いなくありますので、我々の部分

でもですね、まだまだ経験だったりとか、その達していない部

分はですね、相談支援包括化推進員であったりとか地域包括ケ

ア推進係と連携を取っていけるということなので、多分全てが

行ってしまうと大変なことになってしまうかなというのもあり

ましたので、ちょっと発言をさせていただきました。 

 

 Ｅ委員、お願いします。 

 

 多分、そういうケースたくさん持っているケアマネ、私も含

めてあって、本当にどれぐらい私たち現場の人たちが拾い上げ

ているのかなって、ちょっとそこを調べてもいいのかなという

ふうにも思います。 

 私はまだこうやって包括の方とお話をたくさんする機会があ

るんですが、実際現場の人たちは、どうしようというところで

ずっと悩み続けている方がたくさんいらっしゃいます。なの

で、いい機会なので、今のケアマネ、立川市たくさんいらっし

ゃると思うんですが、１回アンケートを取ったりとかして拾い

上げて、そこから進めてもいいのかなというふうに現場サイド

からは思います。 
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 以上です。 

 

 Ａ委員。 

 

今言ったことすごく大事だと思うので、ケアマネジャーは高

齢者と接触が一番多いわけですよね。だから、ケアマネジャー

のアンケートみたいなのを１回取ったほうのが、どういう気持

ちで仕事をやっているかというのをアンケートを取って、また

こういうところで議題上げて、じゃこういう問題があるからこ

れを解決していこうというのをしたほうがいいと思うんですよ

ね。前回は、包括センターの職員の人にアンケートを取っても

らって問題をある程度解決できたと思いますけれども、ケアマ

ネジャーは我々高齢者に一番接触する機会が多いものですか

ら、そういう人たちの本当のじかの声をね、何を悩んで、何を

訴えたいのかというのをね、ちょっとアンケートでもいいです

から、無記名でもいいですから、そういう形で本音を引き出し

てこういうところで議題に上げたほうが、これはすごく有意義

であると思うので、ぜひそこのことをお願いしたいなと思って

います。 

 

 ありがとうございます。 

 では、また具体的な提案をいただきましたけれども、それも

１つのアイデアとして何か膨らませたい気がして、何かの取組

につなげていただければと思います。 

 今いろいろ皆さんからご意見いただいた中で、やはり一番市

民に身近な存在って誰だろう。地域包括支援センターがその身

近な存在になろうという志はとても必要だと思っているんです

が、皆さん、ケアマネジャー、居宅介護支援事業所とかね、そ

っちのほうがより身近ですよね。そこと地域包括支援センター

が戦って、それよりも身近になろうなんていうふうには考える

のちょっと違うのかななんて思いました。 

 いかに居宅介護支援事業所が身近な相談窓口になって、そう

いう機能の中に取り込めるかというところはあるかと思います

よね。もう既にそうだということもあろうかと思いますよ。居

宅介護支援事業所と各地域包括支援センターは、非常に良好な
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連携関係ができていると信じているんですが、もしちょっと懸

念材料があるならば、それは改善していただきたいと思います

し、居宅介護支援事業所の皆さん、ケアマネジャーの皆さんが

そういう意識で動いてくれているか。身近な１次窓口を我々は

機能として果たすんだという意識を持っていただきたいなと思

うし、その１次窓口につなぐ役は地域包括支援センターであっ

てもいいと思いますし、地域包括ケア推進係長であってもいい

と思いますし、相談支援包括化推進員でもいいと思うんですけ

れども、だからまずは１次窓口をぜひお願いしたいと。これ

は、長年にわたって地域包括支援センターはそうあろうよと言

ってきたことをさらにもう少しブレークダウンして、より市民

に身近な立場の方も地域を助け合う、推進していく上では参画

をしてもらいたいなというようなことをちょっと皆さんのご意

見の中から感じたんですけれどもね。 

 どうですかね、Ｅ委員。そんな意識でケアマネをやるのは。 

 

 すいません。生意気な言い方して申し訳ないんですけれど

も、私はこの仕事をやりたくてずっと20年ぐらいこの介護の業

界にいるんですが、本当に好きでやらせてもらっているので、

そうじゃない人ももしかしたらいるかもしれません。ただやっ

ぱり、現場がもうちょっといろいろ悩み抱えながら包括支援セ

ンターに相談をしっかりできていれば、包括の業務もよりやり

やすくなるんではないのかな。まだまだ本当に現場は大変で

す、正直。なので、相談しやすい居宅支援センターであったら

いいなというふうに思います。すいません。 

 

 ありがとうございます。お互いの努力が必要になるんです

ね。 

 よろしゅうございますでしょうか。 

 ありがとうございます。大いに期待したいところでございま

す。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、次はですね、３の（５）ですね。介護予防支援業

務についてでございます。 

 ご説明お願いいたします。 
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 前回委員からご質問のございましたサービス担当者会議につ

きましてご回答になります。 

 まず、サービス担当者会議ですが、前提として居宅サービス

の計画の更新、変更があった場合には開催することとなってお

りまして、認定更新ですとか利用者様の状態変化の場合はもち

ろんですが、短期目標の変更の場合にも該当するため、マネジ

メント業務の負担になっているとのご意見をいただいておりま

す。 

 こちら、予防推進係のほうでも過去の資料等を確認して検討

させていただきましたが、その運用につきましては、大分古い

んですが、指定居宅介護支援等の人員及び運営に関する基準

で、直近では令和３年３月31日付で、「居宅介護支援等に係る

書類・事務手続や業務負担等の取扱いについて」というのが通

達が厚生労働省から出されております。こちらの中でケアプラ

ン変更時の軽微な修正ということで示されておりまして、これ

に該当する場合は必ずしも一連の手続を必要としないというこ

とで事例が示されております。 

 ただ、その中で、プランに変更のない単純な期間の延長のみ

の場合は軽微な修正に該当する場合も考えられるという規定に

なっておりまして、目標の変更は軽微な修正に当たらないとい

うことから、サービス担当者会議を含む一連の手続は必要とな

っており、中には、これ立川市の総合事業とかではないんです

が、介護給付などでは軽微な修正も誤った解釈によって運営基

準減算に該当するなどの事例も確認されたこともあり、そうい

ったリスクを排除するためにも総合事業独自の基準を定めると

いうことは現状では避けたいと考えております。 

 短期目標については、法令上厳格に３か月といった期間を規

定したものはありませんが、総合事業のガイドラインの中では

おおむね３か月から６か月とされておりまして、適切なケアマ

ネジメントという観点からは一律に期間を定めることは制度上

なかなか難しいといったところになっております。 

 前回協議会でいただきました内容については、今後制度改正

ですとか省令、通達等があった際には、その都度ですね、改め

て検討させていただければと考えております。 

 先ほど来、包括支援センターの業務負担というお話が出てお
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り、なかなか心苦しいところではあるんですが、地域包括支援

センターの職員の方並びに居宅介護支援事業所のケアマネジャ

ーの皆様にはご負担は重々承知はしておるところでございます

が、引き続きご理解、ご協力をいただきたいと思います。 

 個別のケースにつきましては、その都度高齢福祉課の介護予

防推進係のほうへ問合せいただければと思います。 

 私のほうからのご報告は以上になります。 

 

 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。今のご説明を聞いて何かご意見がありま

したら。 

 

 でも、決まったことですものね。 

 

 こういう見解で進めていますということですね。実は、今の

運用をやるにはこういうちゃんと理屈があって、こういう判断

でやっておりますという説明でしたから、すぐには変わらない

のかもしれませんけれども、いやいや、実はこういう観点もあ

りますよというようなもしお話があるのであれば、それもまた

聞いてもらえるかと思います。 

 Ｅ委員、何かありますか。 

 

 すいません。すごく残念なことだなというふうには思いま

す。包括の人も、プラン立てている人多分聞いたらびっくりし

てショックだったと思うんですが、でもこれは決まりというこ

となので、私たちがどうこう言っても変わるものではないのか

なとは思います。 

 介護でも今３年とか４年とか認定期間が出ていまして、その

人の状態、環境、そこを含めて、短期が１年だったり半年だっ

たり人それぞれなんですが、せめてね、正直なところ、お金の

ことだけではなくて、負担のことも含めて、あとこれから要支

援の方がとても増える。プランナーだけでは多分費用足りなく

なるんじゃないのかなということを踏まえたら、ちょっと今回

の回答はやはりとても残念なことだなというふうに思います。

これで受けてくれるところが正直あるのかなという心配はして
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います。 

 

 委員のご指摘の内容は全くおっしゃるとおりで、かなり負担

というところにおいては大分包括支援センターの、それからあ

と担当のケアマネジャーさんの負担というところがかなりの負

担になっているかということは把握してはいるんですが、ただ

かなり調べれば調べるほどですね、なかなか解釈によって、違

反というか、運営基準減算とか、そういったものに該当するよ

うなパターンが中には出てきてしまうというのがありまして、

基本的には短期目標というところで、半年ですとか１年ですと

かいったパターンというところまでは見つかってはいるんです

が、それ以上、例えば２年とか、そういったスパンでの情報と

いうのがちょっとこちらのほうでもつかめなかったというとこ

ろがありまして、もともとのガイドライン上でいくと、２年と

いう短期目標がかなりレアなケースとして存在するのかどうか

というところも含めて確認はしたんですが、すいません。ちょ

っと私のほうではそういった事例が見つからなかったというこ

ともありまして、現行の運用で、特例として認められる部分が

あるのかどうかというところでなかなか難しいという判断で、

大変本当に心苦しいことではあるんですが、今回の報告とさせ

ていただいております。 

 

 先月そのお話があったときに、ちょっとね、包括のセンター

長ともそうなるといいねというお話をした包括の方、何かご意

見ありますか。 

 

 直接の意見ではないんですけれども、近隣の八王子市なんか

でいうと、立川とは比べものにならないぐらい居宅の数がある

ところですけれども、そこは認定期間に合わせて目標の期間を

設定してやるというのを市役所が事例集みたいなもので、やっ

ぱりその周知については係長がおっしゃったとおり、減算にな

ってしまうと居宅支援事業者が潰れちゃったりする可能性もあ

るので、そこはかなりその周知に手間をかけて、恐らく居宅の

人たちもどういうようにやるのかということに関しては、え、

そんなに面倒くさいんだったら今までどおり１年でいいよとい
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たかまつ包括 

う意見もあったかもしれないですけれども、結局は何か認定期

間に合わせて延ばして、担当者会議の回数を減らしてという運

用を何かしているというのを聞いたことがありまして、周辺は

どうかなというところはいかがでしょうか。 

 

 すいません。ありがとうございます。 

 ちょっと私のほうも全ての事例を調べ切れないというところ

もありまして、ご意見としてありがとうございます。 

 一応、確認する……すいません。ちょっと言葉が足らなかっ

たんですが、必ずしも全員集まる必要はない。ケアマネジャー

さんの判断で照会ですとかそういった形で開催するのは特段問

題ないというところなので、そこの判断というのは個別の判断

になってしまうとは思うんですが、招集せず照会でも大丈夫と

いうところの規定はありますので、そこをうまくと言ったらお

かしいんですが、運用していただくので多少の軽減は図れるの

かなというところはあるんですが、ただ今ご意見いただきまし

たので、ちょっとそういう事例がどういった運用でやっている

のか、短期目標をどういうふうに捉えて運用しているのかとい

うところはちょっと確認させていただきたいと思います。 

 

 すいません。さいわいの包括の方、何かコメントをお願いし

ます。 

 

 さいわい包括です。 

 介護保険の認定期間も介護保険開始当初は認定期間が半年か

らという時もありましたが、今は１年から長ければ４年と認定

期間が延長されてきたところもありますので、八王子の事例に

もあるように、ケアプランの期間延長も含めて、今後高齢者の

増加に伴うケアプラン件数の増加する可能性も迫ってきており

ますので、委託しやすい方向に向かうよう、ぜひ前向きにご検

討いただけたら我々現場も助かるというのが正直なところで

す。 

 以上です。 

  

すいません。ちょっと、たかまつです。 
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 ここで話を出してもいいのかどうかというところなんですけ

れども、委託する際に包括支援センターで契約をした後に、委

託先のケアマネジャーにプランを立ててもらってということ

で、更新のたびに包括はそのプランの予防のプランでしたら評

価だったりとか、ケアプランのほうにコメントをつけたりとか

参加をしたりとかいう形で、毎回包括も呼ばれたり、そういっ

た手続が常についてくるんですね。そこのところをそもそもの

ところをもう少し簡略化するということは可能なんでしょう

か。 

 もう委託をしているので、例えばもう委託先に完全に任せて

しまうというような形。委託をしているので、包括は、１年に

１回ぐらいしか、その方に会いません。毎月報告書が送られて

くるので包括は確認していると思うんですけれども、実際にそ

の方に会うのはそのカンファレンスに呼ばれたときのみみたい

な形になっていて、現状のその方の生活状況がどうなのかとか

いったことも分からないような状態でコメントをつけてお返し

したりしているわけです。何か非常にコメントがつけにくいケ

ースもあったりして、何か、ちょっと言いにくいんですが、当

たり障りなく書いているわけです。一連のそういったものを直

すというか、変えていくということは可能でしょうか。 

 

 すいません。今回は、サービス担当者会議ですとかそういっ

たところが省略可能かとか、そういった観点で確認をしている

んですが、すいません。委託の場合の包括支援センターの職員

の方の関わりというところは、ちょっと確認は把握していませ

んので、もし省略が可能、委託したらもう委託で管理でお任せ

しますということであれば、必要に応じてということ。最終的

には、例えば東京都とかに紹介をかけた場合でも、恐らくです

が、市町村判断でやってくださいという回答になるかと思うの

で、ちょっと自力じゃなくて申し訳ないんですが、一番そうい

う事例があれば、そこにどういった考え、参考にさせていただ

けるようなものがあるのかどうかというのは確認できると一番

早いのかなと思いますので、すいません。ちょっとご意見貴重

なご意見として、そういった観点ですいません、ちょっと省略

するという考えがなかったので、改めてそこはちょっと検討さ
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せていただければと思います。 

 

 では、Ｅ委員。 

 

 すいません。ありがとうございます、たかまつ包括のセンタ

ー長さん。 

 本当に非効率なやり方なのかなというふうに正直思っていま

して、まさに先ほど説明していただいたとおり、包括の人が契

約に行く。その後、私たちが面談してアセスメントしてプラン

を立てる。その後にまた日付を担当者会議をして、その担当者

会議録とプラン立てたものと利用票、それをまた今度包括に持

っていかなければいけません。もしくは郵送ですよね。居宅も

手間もかかるし、お金のことだけじゃなくて、この手間をかけ

るところをこれから予防の人たちがたくさん増える。これで本

当にやっていけるんだろうか。私もほかの市で働いていました

ので、そこの市でも大きな問題になっていまして、受けてくれ

るところがどこにもない。それって本当にご利用者さんにとっ

てメリットなのか、デメリットなのかと考えると、やっぱり予

防とか総合事業については市町村で考えてくださいというとこ

ろの中にあるんだと思うんですね。なので、先ほど説明したと

おり、無理でしたと。そうなると、やっぱり受けてくれないと

ころもたくさん、もっともっと増えてくると思いますし、うち

も本当に50件以上持っていますが、さあこれからどうしようか

なと正直なところ考えてしまうところであります。なので、無

理でしただけでは、そこだけで終わらせないで、再度皆さんの

意見を聞いて、やっぱりこれから増える高齢者さん、本当に不

利益にならないように、立川市は立川市のやり方でやっていっ

てもいいのかなというふうに思いますが、いかがなものでしょ

う。 

 

 すいません。ご意見ありがとうございます。 

 先ほどの説明で、申し訳ないです。マネジメントの部分でど

うしても避けて通れないところというのは制度上存在するの

で、場合によってそこを、先ほど例として出していますけれど

も、そこを省略したことによって運営基準減算になるとかとい
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ったパターンもありますので、そこを最悪避けたいといったと

ころで、いろいろなご意見伺って、単純に担当者会議をなくす

という方法以外に、包括支援センターの負担を減らすとか、書

類のやり取りで減らすとか、そういったところの検討の余地が

どれくらいあるのか。また、そこで検討した結果、それを省略

することによってケアプランの問題ありますよというようなと

ころはやはりちょっと省略は難しいかとは思うんですが、極力

省略できるところは省略するというところで、どのくらい検討

ができるか分かりませんが、ちょっと改めて検討をさせていた

だければと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 皆さんの意見交換でかなり的が絞れてきたような気がいたし

ます。認定期間、そうした担当者会議みたいなこともですね、

開催頻度だけの問題ではなくて、どうやらメンバー、どれだけ

のメンバーを募らなきゃいけないだとか、それから参集しなき

ゃいけないのかとか、それから書式のことなんかも、書類を何

回行ってこういうのをやるのかとか、なるべく具体的に現場は

悲鳴を上げているだけではなくて、具体的な改善、こうすれば

改善できるのにという具体的な提案を引き出すことができそう

であります。ぜひ現場からそうした声を吸い上げていただい

て、今係長からも大変強い決意表明をいただいたと思って、ぜ

ひとも、ありがとうございます。改善に向けて取り組んでいた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

 はい。 

 

 今利用しているほうの立場から言いますと、ケアマネジャー

が来てもらっていますけれども、確かに書類が多いです。もう

高齢者だとね、分からなくなっちゃうんじゃないかなと思っ

て。もっとシンプルなやり方がね、これはもう市も協議会も全

部そうですけれども、もうちょっと考えてもらえれば、高齢者

は、分かる人はいいです。家族と一緒に住んでいる方はいいで

しょうけれども、１人で住んでいる人がいろいろなこういう書

類書いてください、はいサインしてくださいと言われてもね、

何が何だか分からないときがあるんですよね。そういうところ



38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

会長 

 

から改善していかないと、先ほど言ったような書類のやり取り

だとか、行った、行かないとか、そういう問題が起きてくるの

で、もうちょっとシンプルな形で、要するに利用者側のほうの

立場を考えてもうちょっとシンプルにできるところはしていっ

てほしいなというのが僕の考えで、自分もそれをやっています

から、確かに書類は多いです。それを書いたからといってね、

いろいろ説明を受けるんですけれども、耳に入っていません。

ただサインしているだけです。 

 

 そうなんだ。 

 

 そうなんですよ。みんなそうです、正直言って。ただ、そう

いうプランは一応書いてくれるんですけれども、それを本当に

実行しているかというと、僕も通所通っていますけれども、皆

さんね、そんなのあったっけというような意識ですよ。だか

ら、そこのところをもう一度ね、抜本的によく考えたほうがい

いと思います。 

 以上です。 

 

 ありがとうございます。どうも市民の側に同じような思いが

あるようなので。昔と比べると大分よくなったんですけれども

ね。もう最近は、どうでしょうかね。前はこれまた住所から書

くのみたいのがですね、名前と押印だけで済むようになった

り、本当に全部書かなきゃいけないの。契約書だったりするの

で、何枚もまた契約書、また契約書、これがつらいんですけれ

どもね。これはもうどうしようもないのかもしれませんけれど

も。 

 

 やっぱり自筆じゃなきゃ駄目だとかね。判こだけじゃ駄目な

のかと言うんですけれどもね、いや、書いてください。じゃ書

けない人はどうするんだと、そういう問題が出てくるのでね、

やっぱり高齢者の立場で考えてね、やっていただきたい。 

 

 ありがとうございます。改善はされているとは思いますけれ

ども、その点……。 



39 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険課長 

 

 

 

 じゃ、Ｅ委員。 

 

 すいません。この話はここで終わらせたくないんです。１年

後、またどんなふうに改善ができるのか、私たちは本当に懲り

ずにしっかりと要望、支援取っていきますので、また１年後同

じ話がどう動いているのか見ていきたいと思います。よろしく

お願いします。 

 

 逐次、分かり次第ご報告はさせていただこうと思いますの

で、先ほど会長からも決意表明というお話がありましたが、ち

ょっとそこまで、まだですね、調べがついていない状況ですの

で、確実にこれができますとか、そういった話はちょっとこの

公式の場ではまだできないんですが、おっしゃっている意見、

ちょっと私もそういう視点も、そういうところの改善の視点も

あるというのも委員の皆様からご意見いただきましたので、ち

ょっと視点を変えて違うところの負担軽減というところはちょ

っと探ってみたいと思っていますので、また、すいません。包

括支援センターの皆様にはどういったところで、細かいところ

ですとか、そういったところでご意見を伺うことがあると思い

ますが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。 

 やりますという決意表明じゃなくて、頑張りますという決意

表明をいただいた。ぜひ１年ごとにですね、本当に進捗があっ

たらまたお知らせいただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

 この件は、あとよろしゅうございますか。 

 では、次に進んでまいりたいと思います。３の（６）です

ね。上砂地域福祉センターの指定管理についてです。 

 ご担当からご説明お願いいたします。 

 

 介護保険課長の高木です。 

 資料６をご覧ください。 

 上砂地域福祉サービスセンターは、上砂町一丁目にあります

都営上砂町一丁目アパート16号棟の１階にございます。平成12
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年４月に開設をしまして、平成18年度から指定管理者制度を導

入をして、社会福祉法人桜栄会が施設の維持管理と介護保険の

通所介護を行って現在まできているというふうな状況になって

おります。 

 現在の指定管理期間が来年の３月末で満了するんですけれど

も、同法人から次の５年間の指定管理については更新をしない

という申出がございました。理由として、長期間安定的な管理

運営を行っていくための人的基盤や財政基盤等の確保が行えな

かったことというような説明を受けております。そのため、現

在、来年４月以降の指定管理者について募集をして選定作業を

行っているところになります。 

 桜栄会が来年３月で撤退ということにつきまして、地元の大

山自治会の方に説明をしてご理解をいただきましたけれども、

かなり厳しい意見をいただいております。施設が開設された当

初は、センターの管理者の方と意思疎通とか連携が取れてい

て、様々な活動を行ってきたんですけれども、管理者が替わる

たびに連携とか関わりがだんだん少なくなってきてしまった

と。また、同団地の中でほかの介護事業所の通所介護の送迎車

両を見かけることが多くなったので、自治会の方が大丈夫なの

かなと一部心配をしていたというようなお声もいただきまし

た。それに対して、法人の方からですね、ちょっと本部のほう

で配慮が足りなかったということで反省の弁を述べられておら

れました。残された期間までしっかり施設を運営をしていくと

いうようなことで、団地の役員の方からは納得していただいた

ような状況です。 

 ただですね、新しい事業者が決まり次第、また顔合わせをし

て、以前のように連携した取組を行っていきたいというような

話がありましたので、その際は市のほうもその場に同席をさせ

ていただいて、おつなぎをしていくというようなことを説明を

しております。 

 議会に対しては、６月15日の厚生産業委員会において説明を

して、公募によって次期の管理者を選定をするというような報

告をしております。 

 裏面ですけれども、次期指定管理者の公募に関するスケジュ

ールになっております。８月23日に現地説明会を行いまして、
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市内の社会福祉法人の方が参加をされております。今月の16と

17日で公募をしまして、やはり市内の社会福祉法人の方から応

募がございました。10月以降は具体的な選定作業になります。

選定が、公の施設指定管理者選定審査会という組織があります

ので、その組織で指定管理者の選定をするということになりま

す。１次審査は書類審査、２次審査はプロポーザル審査という

ことで、２段階で指定管理者を選定をしていきます。11月中旬

に選定結果を通知をして、12月の市議会の定例会で指定管理者

候補者の選定についての議案を提出をして、市議会に同意を得

るというようなことになります。年が明けて１月から新しい事

業者と現在の事業者との業務引継ぎを開始をして、４月から新

しい指定管理者による運営を行っていくということになりま

す。 

 上砂地域福祉サービスセンターについては、指定管理業務の

ほかに、福祉相談センターの業務についても委託契約を結んで

おります。福祉相談センターについても現行の指定管理者と同

じように委託契約をして、福祉相談センターとして地域の方々

の相談に対応していただきたいというふうに考えています。 

 私からの説明は以上となります。 

 

 委員の皆さんから何かご質問、ご意見ございますでしょう

か。 

 Ａ委員、どうぞ。 

 

 せっかくこういう施設があるのに撤退するということなんで

すけれども、これ年間でどのくらい利用者がいたんでしょう

か。 

 

 年間でですね、多いときで9,000人ぐらいになります。今は半

分くらいの現状ですね。 

 

 やっぱり運営が難しくなってきたということですね、要は。 

 

 そうですね。利用者が減ってきているので、事業者の収入で

施設を管理運営していますので、毎年度赤字が継続しているよ
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うな状況になっています。 

 

 せっかくこういう施設がね、公共の施設があるので、何とか

維持していって、地域のね、軽度の人たちが過ごせるような場

所、奥多摩街道のほうには立川市の支援センターがありますけ

れども、上砂にはここの地域だと思うんですけれども、年寄り

がね、頻繁に行けるようになってくれればいいなと思って、も

うちょっと告知をいろいろしていって、包括支援センターのほ

うも各地域の人たち、上砂だとかこっちのほうの人たちがもう

ちょっと利用してもらえるようなシステムを考えてバックアッ

プしないと、またこの運営する業者さんが手上げちゃうと困る

のでね、もうちょっとそこ行ってもらえるような、年間9,000人

が5,000人というと半分ですから、そうやると運営がやっぱり厳

しくなってくるので、何とか行けるような、バックアップでき

るようなそういうシステムというかな、皆さんの知恵をあっ

て、こういうところがありますよということを告知したりした

ほうがいいんじゃないかなと思っています。 

 以上です。 

 

 地元の自治会の役員さんからも、ほかの事業所の送迎車両を

よく見かけるようになったということで、需要はあるんです

ね。需要はあるのに何で上砂に行かないんだということで、や

はり上砂の営業努力が足りないというかなり厳しい指摘もあり

ましたので、かといって、もっと営業が地域で浸透していれば

利用者はもっと獲得できたはずだと私は思っておりますので、

やっぱりなかなか職員が集まらなくて、なかなかその辺の人材

確保も苦労したということがあるようですので、それがやっぱ

り利用者増に結びつかなかったというようなことが原因かなと

いうふうには思っております。 

 

 確認ですが、今の利用者の減というのはデイサービスの話で

すよね。地域福祉サービスセンターの中でデイサービスと、そ

れから我々が直接的に関与している相談センターと、もう一つ

何でしたっけ。その２つでしたっけ。 
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 その２つ。 

 

 その２つがあるんでしたっけね。基本的に、指定管理者なの

で、指定管理者の努力に期待するというところなんですよね。

何かそのデイサービス事業に対して、市として特別なえこひい

きをした支援をするというわけにもいかないので、そこは指定

管理者にお願いしたいところなんですけれども、その他何かご

意見ございますか。 

 今、言えることなのかどうか分からないんですけれども、応

募は何法人ありました。 

 

 それはですね、ほかの組織で検討しますので、応募があった

ということだけでご容赦ください。 

 

 今の時点では言えないということでございますので、応募が

あってよかったと思いますけれども。今やっている法人が大赤

字を出して撤退する。地域から苦情が出ている。こういう中に

あってですね、それを引き継ぎますというような正直勇気があ

る法人さんがいてくださってよかったとちょっと思っているん

ですけれども、ぜひ期待したいと思います。 

 この件よろしいでしょうか。 

 では、次に進みたいと思います。４番の協議事項に入ってま

いります。（１）地域包括支援センター職員配置について、事

務局からご説明お願いいたします。 

 

本日は、皆さんに大変貴重な議論をしていただきまして、あ

と会議の開催時間が残り10分となりましたので、大変申し訳な

いのですが、資料の７、８、参考資料と一括で説明させていた

だきます。 

 まず、資料の７、地域包括支援センター職員配置一覧です。

表面、令和３年９月にたかまつ包括支援センターに主任介護支

援専門員、それから皆様にご心配していただきましたかみすな

地域包括支援センターの主任介護支援専門員も配属になりまし

たので、ご報告させていただきます。 

 なお、桜栄会の施設長が本日こちらに参りまして自らご説明



44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

するというお話もありましたが、きちんと配属されたことと、

コロナ禍ということもありましたので、ご遠慮していただきま

したので、代わりに報告させていただきます。 

 それから、資料８で。センター業務報告書になっておりま

す。令和３年６月、７月分ということになってございます。 

 冒頭ありましたように、今後地域包括支援センターの相談体

制が変わっていきますので、こちらの業務報告の内容も項目立

てを少し変更する必要があると考えております。この地域包括

支援センターの運営協議会に何を報告をすれば、委員の皆様が

センター業務について評価していただけるかというところで項

目を選定していきたいと考えておりますので、変更が令和４年

４月以降ということで考えておりますので、次回以降の運営協

議会でこちらの項目についてもご相談させていただきたいと考

えております。 

 それから、資料としてつけております参考資料です。先ほど

予防プランの話もありましたが、予防プラン委託事業所一覧

（令和３年９月）を用意しました。 

 前回の運営協議会の中で、整理が必要であるとご指摘があり

ましたので、現在、プラン作成委託を行っている事業所に限定

した形になっております。 

 最後に、本日、机上配付しました「立川市の地域包括ケアシ

ステム住まい」というパンフレットをご用意させていただいて

おります。地域包括支援センターの個別課題で、高齢者の方で

身元保証に関する課題がいつも上がっておるところでしたの

で、令和２年９月より、「身元保証を考える勉強会」を立ち上

げました。居住支援法人、立川葬祭協会、法律家、行政書士、

社会福祉協議会、福祉総務課などと一緒に１年かけていろいろ

なことを協議しました。 

 本来であれば、福岡市でやっているように、社会福祉協議会

が身元保証の保証人になるような取組、仕組みができればよか

ったのですが、まだ立川はそこまで醸成していないということ

になりまして、今回はこのパンフレットのみでとどめるという

ことになりました。 

 ３ページ目です。「人生は続くよどこまでも」ということ

で、地域包括ケアシステム住まいに関して書かれております。
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住まい探しから契約、引っ越し、身元保証の課題、そして住ま

いが見つかって住み始めるだけではなくて、住み続けていくこ

とが必要なので、病気になることもあるでしょうし、介護が必

要なことになることもある。近隣トラブルを抱えてしまうこと

もある。この住み続けるというところに視点を当てて書いてご

ざいます。 

 そして、住まいじまいということで、アドバンスケアプラン

ニング、ＡＣＰの考え方ですとか、遺言書ですとか、ご自分が

お亡くなりになった後どんな手続があるのかなど、最後、住宅

を返していくというようなところまで１冊にまとめたものにな

ってございますので、ご参考にされてください。 

 一括で説明させていただきました。質問等があればお願いい

たします。 

 

 いかがでしょう、皆さん。よろしゅうございますか。 

 特に資料８につきましては次回ご意見をいただきたいという

ことでございますので、ご検討のほうよろしくお願いいたしま

す。 

 あと、資料７のところで、かみすな包括で改善、半年前の約

束どおりしてもらえたということが、この改善をしたというと

ころだけを取っては高く評価したいと思います。半年間待った

と、猶予をしたというところもありまして、それ以前にずっと

続きましたというところを総合的に考えると、御礼を申し上げ

るような話ではないのかもしれませんけれども、ありがとうご

ざいました。 

 たかまつ包括は、これ法人内異動。分かりました。法人内で

そういう異動でちゃんと人員の配置を努力しているというとこ

ろはすばらしいと思っています。ありがとうございました。そ

のほかよろしいですかね。 

 では、議事は以上、全てになると思います。 

 そのほか言い漏れたとか、そのほかのことで何か委員の皆さ

ん、あとセンターの皆さん、事務局から……。 

 事務局。 

 

 地域包括支援センター運営協議会の委員の皆様の改選がござ
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いまして、市民委員の皆様は、12月10日号の広報で募集をした

いと考えておりますので、ぜひまたこちらのほうもご覧いただ

きながらご協力いただきたいと思っております。 

 専門職の皆様は、また所属団体に推薦をお願いするような形

を考えておりますので、ぜひよろしくお願いいたします。 事

務局からは以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 そのほか何かございますか。 

 なければ、時間いっぱい使っちゃってすいませんでした。大

丈夫ですか。 

 では、次回の日程はですね、次第にもございますとおり、11

月16日火曜日午後３時から、時間が午後３時からとなっており

ます。場所は同じこの場所で行うことになりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして令和３年度第３回地域包括支援

センターの運営協議会を終了いたします。ありがとうございま

した。 

 


